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●たんぽぽ学級開講中
●はじまります！小地域懇談会 ほか
●学校おたすけ隊だより  カイル先生のほのぼのコラム①
●10月の本棚～町立図書館より～
●農業委員会だより
●情報コーナー
●行事あれこれ
●人の動き  ほか
●子供の国保育園運動会

◎主な内容

●平成21年度決算報告
●地方財政健全化法に基づく財政状況 ほか
●やるぞ！全国優勝（全国消防操法大会）
●町の話題
●みなさんのがん検診の取り組みが高評価へ ほか
●9月に糖尿病評価検診を実施 ほか
●平成22年年度 町民体育大会 江尾会場
●グラウンド・ゴルフ秋季スポレク予選会 ほか
●お世話になります 教育委員に冨田美智子さん ほか
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芝生の上での運動会（子供の国保育園）芝生の上での運動会（子供の国保育園）
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一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、

三
十
五
億
六
千
九
百
四
十
万
円
、

前
年
度
に
比
べ
、
三
億
五
千
五
百

三
十
二
万
円
、
率
に
し
て
十
一
・

一
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
増
加
の
主

な
要
因
は
、
経
済
対
策
事
業
の
実

施
に
よ
る
交
付
金
、
地
方
交
付
税

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

自
主
財
源
は
、
十
二
億
四
千
五
百

四
十
一
万
円
で
、
こ
の
う
ち
八
億

五
千
三
百
九
十
七
万
円
が
町
税
で

す
。
町
税
は
、
歳
入
全
体
の
二
十

三
・
九
㌫
を
し
め
、
前
年
度
よ
り
、

三
千
二
百
七
十
三
万
円
減
少
︵
前

年
度
対
比
三
・
七
㌫
減
︶
し
て
い

ま
す
。
主
な
要
因
は
、
固
定
資
産

税
の
三
千
二
百
四
十
三
万
円
の
減

少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
多
い
の
が
、
そ
の
他
の

二
億
三
千
二
百
二
十
五
万
円
で
す
。

主
な
も
の
は
前
年
度
か
ら
繰
越
し

た
一
億
九
千
六
百
万
円
で
七
千
四
百

五
十
八
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

 

諸
収
入
は
八
千
三
百
八
十
五
万

円
で
、
千
四
百
四
十
四
万
円
の
減

で
す
。
主
な
要
因
は
、
介
護
老
人

保
健
施
設
あ
や
め
の
貸
付
金
の
返

済
が
二
千
三
百
万
円
の
減
と
、
バ

ス
購
入
に
対
し
て
宝
く
じ
協
会
か

ら
の
助
成
が
千
二
百
三
十
五
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
る

繰
入
金
は
、
四
千
三
百
十
一
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
百
四
十

万
円
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
︵
地
方
交
付
税
、
町

債
な
ど
︶
は
、
二
十
三
億
二
千
三
百

九
十
九
万
円
で
し
た
。

　

こ
の
う
ち
地
方
交
付
税
は
、
十

四
億
二
千
九
百
七
十
四
万
円
で
、

歳
入
全
体
の
四
〇
・
一
㌫
を
し
め
、

前
年
度
よ
り
、
四
千
八
百
十
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地

域
雇
用
創
出
推
進
費
に
係
る
算
定

項
目
の
追
加
、
へ
き
地
医
療
に
係

る
経
費
の
地
方
交
付
税
措
置
な
ど

に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

歳
入
総
額
　
　
　
三
十
五
億
六
千
九
百
四
十
万
円

歳
出
総
額
　
　
　
　
三
十
四
億
六
千
七
十
三
万
円

　

町
債
は
、
二
億
六
千
四
百
二
十

万
円
を
借
り
入
れ
、
農
林
道
や
学

校
施
設
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

前
年
度
よ
り
七
千
七
百
十
万
円
増

額
し
て
い
ま
す
。
学
校
施
設
整
備

事
業
債
一
億
六
百
九
十
万
円
、
普

通
交
付
税
の
振
替
財
源
と
し
の
臨

時
財
政
対
策
債
一
億
四
千
百
九
十

万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
県
支
出
金
は
、
五
億

六
千
百
七
十
三
万
円
で
二
億
二
千

六
十
二
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

 
 

平
成
二
十
一
年
度
の
特
徴
と
し

て
は
、
経
済
対
策
と
し
て
の
交
付

金
一
億
九
千
六
百
三
十
九
万
円
、

雇
用
対
策
で
二
千
六
百
十
一
万
円
、

小
学
校
体
育
館
建
設
の
四
千
六
百

八
十
八
万
円
が
あ
り
ま
す
。

 

歳
出
決
算
額
は
、
三
十
四
億

六
千
七
十
三
万
円
、
前
年
度
よ
り

四
億
四
千
二
百
六
十
五
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

 

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
九
億

六
千
五
百
七
十
一
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
、
一
億
八
千
三
百
四
十
四

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
し
た
中
に
は
、
任
意
で
繰
上

げ
償
還
し
た
一
億
四
千
九
百
六
十

二
万
円
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
六
億
六
百
五
十
四

万
円
で
、
二
百
四
万
円
増
加
し
ま

し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
四
億

二
千
五
百
四
十
万
円
で
、
小
学
校

体
育
館
改
修
事
業
︵
一
億
五
千
四

百
二
十
二
万
円
︶
、
経
済
対
策
関

連
事
業
︵
一
億
四
千
二
百
六
十
五

万
円
︶
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

補
助
費
は
、
四
億
六
千
三
百

二
十
三
万
円
で
、
五
千
七
百
七
十

三
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
定
額
給
付
金
給
付
事
業
が
平

成
二
十
年
度
で
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。　

　

繰
出
金
は
、
総
額
三
億
七
千

六
十
九
万
円
で
三
千
七
百
四
万
円

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
経

済
対
策
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
臨

時
的
に
繰
出
し
を
行
な
っ
て
い
る

た
め
で
す
。
ま
た
、
鳥
取
県
後
期

高
齢
者
医
療
連
合
会
に
対
す
る
負

担
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

積
立
金
は
、
四
千
四
百
四
十
九

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
主
な
も

の
は
後
年
度
の
起
債
償
還
に
充
当

す
る
た
め
に
積
み
立
て
た
、
減
債

基
金
五
千
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

【一般会計】

【特別会計】

【町　　税】

【繰 入 金】

【分担金・負担金】

【諸 収 入】

【地方交付税】

【町　　債】

【国・県支出金】

【自主財源】

【依存財源】

【人 件 費】

【扶 助 費】

【公 債 費】

【普通建設事業費】

【積 立 金】

【物 件 費】

町が基本的な施策をまかなう予算

一般会計と区分し、特定の事業を

行う予算

みなさんが納めた税金

各種基金の取り崩しによって繰り

入れたお金

特別の利益を受けた方から負担し

ていただいたお金

雑入など、その他のさまざまな収

入

所得税など国が徴収した税金の中

から、町の財政状況に応じて交付

されるお金

町の借金。大きな事業を行うため

に国や金融機関から借り入れたお

金

特定の目的のために国や県から交

付されたお金

町独自に入ってくるお金

国や県から交付されたり、借り入

れたりしたお金

町職員の給与や、町議会議員など

の報酬

法令に基づき支出される経費。子

ども手当、医療扶助など

借り入れたお金の返済金

道路、施設などの新増設、改良な

どの建設事業に使うお金

積み立てたお金

消耗品、臨時職員賃金など

平成22年3月に完成した江府小学校体育館（左側）

町営バス（江尾駅前）

補助費
4億6,323万円

13.4%

補助費
4億6,323万円

13.4%

その他
2億3,225万円

　6.5%

その他
2億3,225万円

　6.5%

国県支出金
5億6,173万円

15.7%

物件費
3億5,028万円

10.1%

繰出金
3億7,069万円

10.7%

決
算
報
告

決
算
報
告

決
算
報
告

平成21年度

歳入総額
35億6,940万円

町税
8億5,397万円

23.9%

自主財源
34.9%

依存財源
65.1%

地方交付税
14億2,974万円

40.1%

町債
2億6,420万円

7.4%

その他
6,832万円　1.9%

国県支出金
5億6,173万円

15.7%

繰入金
4,311万円

1.2%

諸収入
8,385万円

2.4%

分担金及び交付金
3,223万円　0.9%

公債費
9億6,571万円

27.9%

物件費
3億5,028万円

10.1%

繰出金
3億7,069万円

10.7%

積立金
5,880万円
1.7%

その他
8,060万円

2.3%

投資的経費
12.3%

人件費
6億654万円

17.5%

扶助費
1億3,948万円

4.1%

普通建設費
4億2,540万円

12.3%

歳出総額
34億6,073万円

義務的経費
49.5%

その他の
経費

38.2%　

義務的経費
49.5%

その他の
経費

38.2%　
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繰
越
額
は
、
歳
入
総
額
三
十

五
億
六
千
九
百
四
十
万
円
か
ら
歳

出
総
額
三
十
四
億
六
千
七
十
三
万

円
を
差
し
引
い
た
一
億
八
百
六
十

七
万
円
に
、
さ
ら
に
繰
越
明
許
費

︵
例
外
的
に
年
度
を
越
え
て
支
出

で
き
る
経
費
︶
三
百
八
十
六
万
円

を
差
し
引
い
た
一
億
四
百
八
十
一

万
円
が
、
平
成
二
十
二
年
度
へ
の

純
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

一
億
八
百
六
十
七
万
円

　
平
成
二
十
二
年
度
へ
繰
越

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

8

9

億

6

7

億

億
公債費の推移（過去５年間）

特 別 会 計 決 算

地方財政健全化法に基づく財政状況

町税の推移（過去５年間）

町民一人当たりに使われたお金 基金残高の推移（過去５年間）

公債費

人件費

補助費

普通建設費

繰出金

物件費

扶助費

積立金

その他

任意で繰上償還した額

1億4,962万円

6億6,681万円

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

7億5,715万円

7億7,275万円

7億8,227万円

8億1,609万円

9億5,202万円

7億4,392万円

22,698円

16,559円

98,643円

104,390円

130,451円

119,797円

39,279円

170,808円

271,954円

6億8,921万円
6億9,290万円

6億6,825万円

6億8,607万円

9億1,714万円

9億895万円

8億8,670万円

8億5,397万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

老 人 保 健

介護保険（保険事業勘定）

介護保険（サービス事業勘定）

老 人 保 健 施 設

後 期 高 齢 者 医 療

索 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

林 業 集 落 排 水 事 業

特定環境保全公共下水道事業

江 尾 財 産 区

神 奈 川 財 産 区

米 沢 財 産 区

　 合 　 計 　

歳　　入 歳　　出
一般会計からの

繰入金
収　　支会　　　計　　　名

286万円

4億1,250万円

3億781万円

2,049万円

4億5,353万円

278万円

3,823万円

4,593万円

8,958万円

1億447万円

2億1,925万円

602万円

7,337万円

283万円

156万円

366万円

17億8,487万円

249万円

3億4,600万円

2億6,198万円

1,946万円

4億3,394万円

130万円

3,577万円

4,567万円

6,214万円

1億231万円

2億883万円

582万円

6,635万円

10万円

111万円

312万円

15億9,639万円

37万円

6,650万円

4,583万円

103万円

1,959万円

148万円

246万円

26万円

2,744万円

216万円

1,042万円

20万円

702万円

273万円

45万円

54万円

1億8,848万円

92万円

1,167万円

4,705万円

108万円

6,499万円

0万円

0万円

1,597万円

7万円

5,724万円

7,749万円

459万円

2,824万円

0万円

0万円

0万円

3億931万円

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN

　平成２１年度決算に基づく健全化判断比率などについては、早期健全化基準を下回り、ただちに

財政健全化計画の策定が求められる状態ではありません。

　実質公債比率は、平成２１年度が最も高率であるが、平成２６年度までは高水準が見込まれる。

新たな起債発行を抑えるとともに、公債費の繰上償還などの対策が必要です。

■健全化判断比率

■公営企業会計資金不足比率

※標準財政規模は、一般財源の標準的な規模を示す指標で、江府町の21年度数値は22億2,879万円です。

区　　分

区　　分 簡易水道事業

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

２０．０

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

１５．０

２０．０

赤字なし

赤字なし

２０．０

４０．０

２２．９

２２．８

２５．０

３５．０

１２７．７

１７３．６

３５０．０

赤字なし

赤字なし

特定環境保全
公共下水道事業

農業集落排水
事業

林業集落排水
事業 索道事業

算定結果
21年度

20年度

早期健全化基準

財 政 再 建 基 準

算定結果
21年度

20年度

経営健全化基準

実質赤字比率
（一般会計などを対象と

した実質赤字が標準財政

規模に占める割合）

連結赤字比率
（全会計の実質赤字が

標準財政規模に占める

割合）

実質公債比率
（一般会計などが負担

する公債費が標準財政

規模に占める割合）

将来負担比率
（一般会計などが将来負

担すべき債務が標準財政

規模に占める割合）
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▲訓練の前に要領を確認する選手要員

▲夜間の訓練に励む選手要員

第
二
十
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会
申
告
会
ご
案
内

　
第
二
十
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会
申
告
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
日

時
　
十
月
二
十
四
日
（
日
）
午
後
三
時
か
ら

・
場

所
　
江
府
町
防
災
基
地

・
内

容
　
ポ
ン
プ
車
操
法
を
披
露

　
十
一
月
十
二
日
に
愛
知
県
蒲
郡
市
で
行
わ
れ
る
第
二
十

二
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
、
本
町
の
消
防
団
第
一
分
団

（
関
内
分
団
長
以
下
十
九
名
）
が
、
鳥
取
県
代
表
と
し
て

ポ
ン
プ
車
の
部
で
出
場
し
ま
す
。

　
江
府
町
消
防
団
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、
三
十
二
年

ぶ
り
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
江
府
町
消
防
団
第
一
分
団
は
、
第
五
十
六
回
鳥
取
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
お
い
て
優
勝
を
飾
り
、
悲
願
の
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
第
一
分
団
は
、
県
大
会
に

お
い
て
毎
年
の
よ
う
に
上
位
入
賞
し
て
お
り
、
過
去
の
大

会
で
は
、
惜
し
く
も
一
点
差
で
優
勝
を
逃
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
、
第
一
分
団
は
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、

選
手
要
員
を
決
定
し
、
二
か
年
計
画
で
操
法
訓
練
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
二
月
か
ら
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
四
月
に
入

る
と
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で

町
の
防
災
基
地
で
厳
し
い
操
法
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
訓
練
は
、
団
員
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
消
防
と
仕

事
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
訓
練
の
成

果
も
あ
っ
て
、

第
五
十
六
回

鳥
取
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法

大
会
で
は
、

二
位
以
下
を

大
き
く
引
き

離
し
て
の
優

勝
と
な
り
ま

し
た
。

　
鳥
取
県
で

の
優
勝
を
果

た
し
、
全
国

大
会
出
場
が

決
定
し
た
瞬

間
、
全
国
優

勝
へ
と
目
標

は
定
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
江
府
町
消
防
団
第
一
分
団
は
、
全
国
大
会
で
江

府
町
の
名
誉
と
誇
り
に

か
け
て
全
国
優
勝
を
目

指
し
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
午
後
六
時
か
ら

九
時
ま
で
江
府
消
防
署

の
指
導
を
受
け
、
江
府

町
防
災
基
地
で
操
法
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
消
防
操
法
大
会
競
技
内
容

　
二
年
に
一
度
、全
国
を
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
消
防

操
法
の
技
を
競
う
大
会
で
す
。チ
ー
ム
の
選
手
要
員

は
指
揮
者
、一
番
員
、二
番
員
、三
番
員
、四
番
員
、補

助
員
の
六
名
で
構
成
さ
れ
、競
技
は
第
一
線
、第
二

線
の（
二
か
所
）放
水
を
行
い
、そ
の
タ
イ
ム
と
そ
れ

ぞ
れ
の
番
員
の
総
合
点
で
順
位
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
江
府
町
消
防

団
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
江
府
町
消
防
団
第
一
分
団
は
悲

願
の
第
二
十
二
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
手
及
び
団
員
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
百
五

十
日
に
及
ぶ
昼
夜
の
操
法
訓
練
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
操
法
大
会
の
た
め
ば
か
り

で
は
な
く
、
『
火
災
や
地
震
、
風
水
害
の
災
害

等
か
ら
住
民
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に
』
と
使
命
を
持
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
十
二
年
前
に
江
府
町
消
防
団
は
全
国
優
勝

を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。
今
大
会
に
お
い
て
、

町
民
の
皆
様
の
期
待
に
そ
え
ま
す
よ
う
団
員
一

同
全
国
優
勝
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　
全
国
消
防
操
法
大
会
に
向
け
て
厳
し
い
操
法
訓
練
を
さ

れ
て
い
ま
す
江
府
町
消
防
団
第
一
分
団
の
抱
負
を
紹
介
し

ま
す
。

　
自
分
の
役
目
は
選
手
を
統
制
、
指
揮
す
る
こ
と
で
す
。

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
全
国
優
勝
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ス
を
真
っ
直
ぐ
は
い
て
、
的
を
早
く
倒
す
。
第
一

線
は
自
分
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
が
ん
ば
り
た
い
。

　
江
府
町
消
防
団
三
十
二
年
振
り
の
優
勝
を
目
指
し
て
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
第
二
線
は
、
自
分
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
が
ん
ば
り
ま

す
。
勝
負
は
僕
の
出
来
次
第
で
す
。

　
操
法
の
成
功
は
、
僕
の
水
圧
の
調
整
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
全
国
優
勝
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
自
分
の
役
目
は
、
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
で
す
。
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
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今
年
度
、
「
江
府
町
二
五
二
五
（
に
こ
に
こ
）

事
業
」
の
中
で
、
農
林
産
業
課
が
小
学
五
年
生
を

対
象
に
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
を
体
験
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
や
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
「
日
本
一
の
笑
顔
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」

を
実
施
、
春
に
田
植
を
し
た
特
別
栽
培
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
収
穫
期
を
迎
え
、
九
月
十
日
に
収
穫
作
業
で

あ
る
稲
刈
り
と
ハ
デ
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
空
場
語
さ
ん
（
小

江
尾
）
を
は
じ
め
小
江
尾
集
落
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｊ
Ａ
女
性
会
江
府
支
部
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
鎌
の

使
い
方
や
藁
で
束
ね
る
方
法
を
習
い
ま
し
た
。
児

童
の
皆
さ
ん
は
、
鎌
を
使
っ
た
稲
刈
り
は
始
め
て
。

　
最
初
は
、
鎌
を
持
つ
手
も
慣
れ
な
い
様
子
で
、

か
ら
ん
だ
稲
束
も
ほ
ど
け
て
し
ま
う
状
況
で
し
た

が
、
次
第
に
こ
つ
が
つ
か
め
て
手
つ
き
も
力
強
く

し
っ
か
り
し
た
稲
束
が
出
来
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
約
一
時
間
で
五
ア
ー
ル
の
稲
刈
り
と
ハ
デ
掛
け

を
終
え
ま
し
た
。

　
作
業
で
お
な
か
を
す
か
せ
た
子
供
た
ち
を
待
っ

て
い
た
の
は
、
厚
生
保
護
女
性
会
の
み
な
さ
ん
が

握
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
に
ぎ
り
。
時
間
の
都
合
で

教
室
に
持
ち
帰
っ
て
食
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
格
別
の
味
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
お
米
は
給
食
に
出
さ
れ
る
ほ
か
、
十

一
月
二
十
日
、
二
十
一
日
に
松
江
市
で
開
催
さ
れ

る
第
十
二
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国

際
大
会
に
出
品
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
九
月
九
日
に
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を

こ
め
て
、
九
十
五
歳
以
上
の
方
の
自
宅
を
訪
問
し

て
、
記
念
品
を
贈
呈
し
、
百
歳
以
上
の
方
を
在
宅

で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
へ
感
謝
状
と
介
護
年
手
当

金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
で
節
目
を
迎
え
る
在
宅
の
方
に
、

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
や
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

〈
該
当
者
　
百
四
十
五
名
〉

　
喜
寿（
七
十
七
歳【
昭
和
　
八
年
生
】）

五
十
名

　
傘
寿（
八
十
　
歳【
昭
和
　
五
年
生
】）
五
十
七
名

　
米
寿（
八
十
八
歳【
大
正
十
一
年
生
】）
三
十
四
名

　
白
寿（
九
十
九
歳【
明
治
四
十
四
年
生
】）　

二
名

　
百
歳
　
　
　
　
【
明
治
四
十
三
年
生
】　
　
二
名

◆
九
十
五
歳
以
上
の
在
宅
者
は
二
十
一
名

　
み
な
さ

ん
こ
れ
か

ら
も
お
体

を
大
切
に
、

い
つ
ま
で

も
お
元
気

で
お
過
ご

し
く
だ
さ

い
。

　
小
林
栄
さ
ん
に
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
の

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
小
林
栄
さ
ん
の
任

期
は
、
平
成
二
十
五
年

八
月
十
六
日
ま
で
で
す
。

　
八
月
二
十
六
日
、
商
工
会
青
年
部
は
、
江
尾
駅

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
夕
方
、
青
年
部
の
有
志
の
方
々
は
、

江
尾
駅
の
玄
関
に
集
合
。

　
清
掃
は
、
手

際
よ
く
脚
立
を

使
っ
て
行
わ
れ
、

夏
の
間
に
溜
ま

っ
た
ほ
こ
り
は
、

き
れ
い
に
取
り

払
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も

町
の
玄
関
で
あ

る
き
れ
い
な
江

尾
駅
の
利
用
に

皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
十
日

間
、
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
、

町
内
で
も
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
四
日
に
は
、
子
供
の
国
保
育
園
に
お

い
て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
啓
発
活
動
を
し
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
黒
坂
警
察
署
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
子
供
の
国
保
育
園
保
護
者
会
と
江
府

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
実
施
し
ま
し
た
。
駐

車
場
で
園
児
や
保
護
者
に
啓
発
チ
ラ
シ
と
一
緒
に

ク
ッ
キ
ー
や
シ
ー
ル
を
配
布
し
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
県
境
テ
ン
ト
村
交
通
安
全
啓
発

活
動
（
日
野
町
明
地
峠
展
望
駐
車
場
）
や
交
通
安

全
街
頭
広
報
活
動
（
伯
耆
町
溝
口
Ａ
コ
ー
プ
前
）

が
行
わ

れ
、
交

通
指
導

員
や
交

通
安
全

対
策
協

議
会
員

ら
が
参

加
し
ま

し
た
。

　
全
国
各
地
（
近
隣
は
岡
山
県
）
で
、
水
源
に

近
い
山
林
を
中
国
な
ど
の
外
国
資
本
が
買
収
を

も
ち
か
け
る
な
ど
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
江
府
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
で
奥
大
山
の
豊
か
な
自
然
、
資
源
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

　
九
月
二
十
九
日
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
あ
や

め
」
前
の
花
壇
で
、
神
奈
川
地
区
の
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
九
名
）
に
よ
る
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
あ
や
め
」
前
の
花
壇
の
手
入
れ
は
、
三
年
前

に
六
名
で
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。
毎
月
一
回
の

ペ
ー
ス
で
声
を
か
け
合

っ
て
作
業
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
花
の
苗
な
ど
は
、
家

で
育
て
た
も
の
を
持
ち

寄
っ
た
り
、
俣
野
の
方

か
ら
の
寄
付
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
秋
を
迎
え
、「
あ
や
め
」

前
バ
ス
停
の
下
側
に
は
、

た
く
さ
ん
の
コ
ス
モ
ス

が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

慣れない手つきで稲刈りを始める児童

チャイルドシートの啓発（子供の国保育園） 笑顔で収穫
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　９月のガン征圧月間にあわせて行われた「第３８回鳥取県がん征圧

大会」が米子コンベンションセンターで開催され、がん検診受診率向

上に貢献したとして江府町は鳥取県知事表彰総合部門を受賞しました。

昨年「胃がん検診」「肺がん検診」の各部門での受賞に引き続き、

２年連続の受賞となります。 今年度の選定理由は、がん検診受診率

全体が優れており、住民の皆様のがん予防への意識が高いこと、健康

推進委員さんが各戸へ訪問し検診受診の呼びかけを行うなど、地域に

密着した取組みが高く評価されたものです。

　今後も健康推進委員さんを中心に住民の皆様と共に健康増進、受診

率向上、生活習慣病予防等に努めてまいりますので、今後も検診受診

により一層のご理解とご協力をお願いいたします。

　鳥取県では“子育てするなら鳥取県”と呼ばれるにふさわしい地域になることを目指して、平成２２年

３月に「子育て王国とっとりプラン」を策定しました。

　このプランでは、将来を担う貴重な財産である子どもたちをすくすくと育てることが必要あり、子育て

をされる皆さんの「精神的・身体的負担感」や「仕事と子育ての両立の負担感」を軽減させることが、子

育て支援施策の主要ニーズであると捉えています。

　子どもたちが夢と希望を持って健やかに成長でき、子育ての負担感を軽減していくためには、子育てを

他人のことと考えるのではなく、自らのこととして受け止め、一人ひとりが自分のできる子育てを実践し

ていくことが重要です。

　そこで、鳥取県では、地域の子育てボランティア組織である『とっとり子育て隊』を立ち上げることと

なりました。この『とっとり子育て隊』は個人、団体、企業のそれぞれの立場で身近にできる小さな活動

を積み上げ、大きな力にしていくことを目的としています。

『とっとり子育て隊』にふるってご応募ください。

　　お問い合わせ・申込みは　役場福祉保健課（電話７５－６１１１）

対象者（ＮＨＫ受信料全額免除世帯とは次の世帯です）

　　　・生活保護などの公的扶助を受けておられる世帯

　　　・町民税非課税の障がい者がおられる世帯、かつ世帯全員が町民税非課税の措置をうけている世帯

　　　・社会福祉事業施設に入所しておられ自らテレビを持ち込んでいる世帯

　　　　（すでに地上デジタル放送を視聴されている世帯は支援対象外です）

申込み方法　

　①役場（福祉保健課）でＮＨＫ放送受信料全額免除申請書に必要事項を記入し、提出します。

　②役場（福祉保健課）で町の証明を受け、証明を受けた申請書をＮＨＫに送ります。

　③ＮＨＫから受理通知書が送られてきます。

　④ＮＨＫの受理通知書と地上デジタル放送受信のための支援申込書に必要事項を記入の上、総務省・地

　　デジチューナー支援実施センターに送ります。（なお、申込書は役場福祉保健課にあります）

　※申込み期限　平成２２年１２月２８日（火）

　　お問い合わせ先　役場福祉保健課（電話７５－６１１１）

　　　　　　　　　　総務省地デジチューナー支援実施センター（電話０５７０－０３３８４０）

　９月２７日、総合健康福祉センターで平成１８年度の糖尿病
二次検診受診者を対象に、糖尿病評価検診を行いました。
　二次検診受診当時と今回の結果を比較して、今後の生活習慣
に役立てていただくことを目的としています。
　結果説明会は、１０月１８日午後１時３０分から総合健康福
祉センターで行います。

　生活習慣病対策として下記のとおり、取り組みを予定しています。生活習慣病対策には、家族のみなさ
んのご協力も必要です。対象の方には、日程が決まり次第、個別通知いたしますので、ご参加ください。
　詳しくは、役場福祉保健課（電話７５－６１１１）までお問い合わせください。
　会場は、いずれも総合健康福祉センターとなります。

　今年度、集落ごとに「ほっとサロン」を行っています。
　内容は、血圧測定、健康相談、簡単な運動、レクリエーションです。
どなたでも参加できますので、お誘い合わせのうえ、ご参加ください。
　なお、当日は、健康手帳をご持参ください。お持ちで無い方、無くし
た方は、当日会場で作成しますので、お申出ください。
　　お問い合わせ先　役場福祉保健課（電話７５-６１１１）

実施内容
糖尿病評価検診【第2弾】

糖 尿 病 二 次 検 診

糖 尿 病 予 防 教 室

高 血 圧 予 防 教 室

動脈硬化予防講演会

平成18年度糖尿病二次検診受診者（9月の評価検診受診者は除く）

今年の住民健診結果で該当となった方

今年の糖尿病二次検診結果で該当となった方

今年の住民健診で血圧が要指導となった方

今年の住民健診で各項目が要指導となった方及び継続治療中の方

11月

11月

12～2月（3～4回）

12～2月（3～4回）

12～1月

対 象 者 の 方 実施時期

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

月・日 午　　前 午　　後

10月13日

10月14日

10月19日

10月20日

11月 5日

11月10日

11月16日

11月17日

11月25日

11月26日

12月 1日

12月 7日

12月 8日

12月14日

12月15日

1月25日

2月 2日

2月16日

2月22日

2月23日

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

9時30分～12時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

13時30分～16時

本町五丁目公民館

栗尾集落センター施設

久連集会所

大河原農事集会所

日の詰多目的集会施設

新道多目的集会施設

袋原公民館

尾之上原多目的研修施設

杉谷活性化施設

深山口多目的研修集会施設

西成公民館

大満公民館

小原体験交流施設

一旦多目的集会施設

本町二丁目公民館

本町三丁目公民館

新町二丁目公民館

本町四丁目公民館

半ノ上集会所

宮ノ前集会所

池ノ内集会施設

柿原活性化施設

御机多目的集会施設

洲河崎多目的集会施設

佐川集会所

荒田多目的集会施設

美用地区都市農村交流促進施設

助沢多目的集会施設

吉原活性化施設

下蚊屋多目的集会施設

新町一丁目公民館

貝田集落センター施設

宮市構造改善センター

小江尾公民館

宮市原公民館

下安井多目的集会施設

武庫多目的集会施設

本町一丁目公民館

▲糖尿病評価検診

▲表彰を受ける宮本副町長
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貝田

日光

宮市

柿原

佐川

花吹雪

輪くぐり

10人11脚

総合リレー 応援する佐川のみなさん

久連

つなとり物語

輪投げ

水入れ

小江尾・大満

選手宣誓大会長あいさつ

ボーリング

夫婦リレー ボーリング

新町二丁目

準備体操

ボール送り

新町一丁目

本町一丁目

本町二丁目

本町三丁目

本町四丁目

本町五丁目

　９月２６日、町の運動公園総合グラウンドでは、平成２２年度江府町民体育

大会（江尾会場）が行われ、１４の集落、地区から参加がありました。

　会場は、応援と熱気でいっぱいでした。

平成２２年度江府町民体育大会江尾会場
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九
月
十
三
日
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
お
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
秋
季

ス
ポ
レ
ク
祭
予
選
会
が
開
催
さ
れ
三
十
一
人
の
参
加
者
が
技
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
十
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
出
場
を

め
ざ
し
、
８
ホ
ー
ル
２
回
、
計
16
ホ
ー
ル
で
の
合
計
打
数
を
競
う
個
人
戦
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
は
じ
ま
り
、
選
手
た
ち
は
芝
生
の
上
を
元
気
に
歩
き
な

が
ら
、
真
剣
に
そ
し
て
和
や
か
に
は
つ
ら
つ
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
上
位
二
十
名
が
県
民
ス
ポ
レ
ク
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

第
一
位

　
遠

藤

堅

一
（
貝
田
）

第
二
位

　
板

垣

隆

久
（
新
二
）

第
三
位

　
森

田

康

博
（
貝
田
）

　　
　
以
下
、
ス
ポ
レ
ク
出
場
権
獲
得
者

　
河
上
　
滋
彦
　
　
谷
田
　
　
收
　
　
板
垣
　
孝
子

　
加
藤
　
　
嵩
　
　
加
藤
安
津
子
　
　
梅
林
芙
美
子

　
長
尾
　
憲
吾
　
　
宮
本
　
精
子
　
　
小
笠
原
定
義

　
板
垣
　
順
子
　
　
梅
林
　
美
鈴
　
　
梅
林
　
亮
一

　
清
水
　
明
美
　
　
中
前
　
安
子
　
　
景
山
　
幸
夫

　
赤
井
　
市
郎
　
　
加
藤
　
茂
子

　
＊
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
で
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
！

　
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
加
藤
周
二
さ
ん
（
武
庫
）
が
、
財
団

法
人
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
制
度
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
の
公
認
コ
ー
チ
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
体
育
協
会
は
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
わ
り
方
に
応

じ
て
、
年
齢
、
技
能
レ
ベ
ル
や
志
向
に
対
応
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を

配
置
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
能
力
の

高
い
指
導
者
を
「
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
制
度
」
に
基
づ
き
養
成
・
認
定

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
指
導
者
は
国
際
社
会

の
共
通
認
識
で
あ
る
「
適
切
な
ス
ポ
ー
ツ
指
導
能
力
を
有
す
る
人
物
」
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
公
認
コ
ー
チ
」
は
各
競
技
団
体
の
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
け
る
競
技

者
育
成
を
担
当
す
る
た
め
の
資
格
で
す
。

　
財
団
法
人
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
に
は
、
こ
の
「
公
認
コ
ー
チ
」
が

全
国
で
二
百
七
十
六
名
、
県
内
で
は
、
各
種
競
技
に
お
い
て
百
十
四
名
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
は
、
加
藤
さ
ん
と
と
も
に
江
府
中
学
校
の
岡
慎
也
教

諭
も
「
公
認
コ
ー
チ
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　私は、鳥取県ソフトテニス
連盟から推薦を受け、この「公
認コーチ」認定を取得しました。
認定されるためにはあらかじ
め決められた講習の「共通科
目」「専門科目」を３年間か
けてそれぞれ終了することが
必要です。共通科目では、全
競技の有名な日本代表監督や

コーチとともに、オリンピックで金メダルを取れ
る選手の育成方法を、専門科目では、ソフトテニ
ス関係者のみで、元世界チャンピオン・日本代表
監督とともに心・技・体の指導法を学びました。
また、この日程の中で、日本ソフトテニス連盟の
表副会長との出会いがありました。最初は、私の
父と間違えておられていたようですが、父が日本
代表監督だった当時に大変お世話になっていたと
いうこともあり、私も親しく話をさせていただき
ました。連盟事務局の方の話では、やはりオリン
ピック種目にならないと日本全体の目標が見えな
いとのことでした。今後、連盟の公認コーチとし
て日本代表選手の育成、そして、ソフトテニスが
オリンピック種目になるよう海外普及活動に力を
入れていこうと思います。
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九
月
三
十
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
改
選
と
な
っ
た
一
名
の

教
育
委
員
の
辞
令
が
、
十
月
一

日
に
竹
内
町
長
よ
り
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
委
員
に
任
命
さ
れ

た
の
は
、
新
任
の
冨
田
美
智
子

委
員
。
本
町
の
教
育
振
興
に
関

し
、
教
育
行
政
執
行
機
関
の
一

員
と
し
て
四
年
間
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
。

　
な
お
、
任
期
満
了
で
退
任
と

な
り
ま
し
た
三
好
環
委
員
に
は

三
期
十
二
年
間
、
教
育
委
員
長

と
し
て
学
校
教
育
、
社
会
教
育

に
お
け
る
様
々
な
分
野
で
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

　9月8日、江府中学校あり方検討委員会（佐々
木滿委員長、15名）より町長へ、今後の中
学校のあり方に関する二つの諮問事項に対し、
答申書が提出されました。
　（内容は以下のとおりです）

江府中学校のあり方について（答申）
　私ども江府中学校あり方検討委員会は、去る平成２２年１月２１日付をもって江府町長の委嘱を受
け、江府中学校を取り巻く環境を調査し、将来のあり方について協議、検討してまいりました。
　少子･高齢社会の到来は、全国的に大きな社会問題となっており、特に中山間地における人口とり
わけ児童生徒数の激減は深刻であります。
さらに、市町村合併推進の流れの中で単独町政を選択した江府町の今後の財政運営課題も山積して
います。このような状況下で、未来に向かって明るく、たくましく、のびのびと成長する子どもたち
のことを考え、以下のとおり答申します。

　１．生徒数の推移等からみた学校運営について
現時点での児童生徒数と当面（現在の保育園児程度まで）の児童数推移において、少人数（全
校生徒５０～６０名程度）となった場合に問題となるであろう次の２点について、江府中学校と
しての存続、他校との統合の観点から議論を進めた。
①少人数での授業や学校生活の中で、生徒が切磋琢磨し、社会生活を営む基本的な力を
　身につけていくことが可能かどうか
②部活動の円滑な運営が可能かどうか
●大規模校、小規模校それぞれのメリットがある。授業については、指導方法の工夫、近隣校と
の交流などによって問題の解決を図りながら、部活動については、部の増減などその都度調整
を図りながら、当面、江府中学校として存続していくことが望ましい。

　２．校舎その他の周辺環境について
　現在の校舎の状況と、立地環境（場所）について議論を進めた。
●校舎は築５０年を経過している。立地場所も交通事情や発破の爆発音、日当たりなど、決して
よい状況にあるとはいえない。校舎の移転、新築が望ましい。
　なお、移転にあたっては、今後、重要視されてくる保・小・中の連携を視野に入れ小・中学校
スクールゾーンとし、登下校の際、校門前でバスの乗降が可能な場所を選定されたい。
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七
月
二
十
二
日
に
ス
タ
ー
ト
し

た
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
は
、
人
の
話
を

真
剣
に
聴
く
こ
と
、
自
分
の
思
い

を
素
直
に
話
す
こ
と
を
基
本
に
、

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
小
地
域
懇
談
会
の
学

習
目
標
で
も
あ
る
「
高
齢
期
の
人

権
」
を
主
な
テ
ー
マ
に
、
講
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
び
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
第
五
回
講
座
ま
で
の
、
参
加
者

の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

●
第
一
回
講
座

　
竹
内
町
長
の
講
演
「
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
、
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
藤
森
セ

ン
タ
ー
長
の
講
演
「
町
の
高
齢
者

支
援
の
状
況
」

＊
高
齢
化
の
現
状
が
数
字
で
示
さ

れ
て
お
り
、
わ
か
り
や
す
か
っ

た
。
改
め
て
町
の
高
齢
化
を
実

感
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

す
る
た
め
の
支
援
づ
く
り
が
大

き
な
課
題
だ
と
思
う

＊
話
の
中
で
「
十
分
な
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
」
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
面
が
不
足
し
て
お
り
ど

う
い
う
対
策
が
足
ら
な
い
の
か

気
に
な
っ
た
。

＊
安
心
し
て
旅
立
て
る
江
府
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

＊
何
年
も
か
か
っ
て
で
き
た
生
活

習
慣
を
変
え
る
こ
と
は
大
変
難

し
い
。
高
齢
者
の
生
き
方
、
生

活
行
動
を
変
え
る
こ
と
の
努
力

は
本
人
そ
し
て
家
族
、
地
域
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

●
第
二
回
講
座

　
映
画
「
か
っ
と
ば
せ
！
ド
リ
ー

マ
ー
ズ
〜
カ
ー
プ
誕
生
物
語
」
上

映
。

＊
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
映
画
だ

っ
た
。
子
ど
も
も
た
く
さ
ん
来

て
い
た
が
、
よ
く
わ
か
っ
た
と

思
う
。

＊
「
ボ
ー
ル
を
心
で
投
げ
て
、
心

で
受
け
る
」
と
い
う
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
。

＊
同
じ
よ
う
な
戦
争
時
の
ア
ニ
メ

「
ほ
た
る
の
墓
」
を
思
い
出
し
た
。

戦
争
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
る
子

ど
も
た
ち
。
そ
の
環
境
の
中
で

懸
命
に
生
き
る
姿
に
感
動
し
、

私
た
ち
大
人
が
出
来
る
こ
と
、

行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

●
第
三
回
講
座

　
元
大
山
町
教
育
長
山
田
晋
さ
ん

の
講
演
「
人
権
意
識
を
磨
く
」

＊
人
権
と
い
う
わ
か
り
に
く
い
言

葉
を
「
人
間
関
係
」
と
い
う
言

葉
で
お
き
か
え
た
こ
と
で
、
考

え
や
す
く
て
よ
か
っ
た
。
日
本

だ
け
で
な
く
、
外
国
と
の
違
い

を
実
体
験
に
基
づ
い
て
話
を
さ

れ
た
の
で
、
興
味
深
く
わ
か
り

や
す
か
っ
た
。

＊
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ

と
思
っ
た
。
高
齢
者
の
知
恵
を

借
り
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
か
？

と
い
う
と
こ
ろ
に
ド
キ
ッ
と
し

た
。
高
齢
者
も
学
習
す
べ
き
と

こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
心

に
残
っ
た
。

＊
家
に
帰
っ
て
親
や
お
ば
あ
さ
ん

の
尊
厳
を
も
う
一
度
考
え
て
み

よ
う
と
思
っ
た
。

＊
高
齢
者
に
対
し
て
の
関
わ
り
方
、

大
切
だ
と
感
じ
た
が
、
実
際
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と

思
っ
た
。

●
第
四
回
講
座

　
県
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
主
任
研

究
員
尾
崎
真
理
子
さ
ん
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
高
齢
社
会
の
ま

ち
づ
く
り
」

＊
参
加
型
は
ま
わ
り
の
人
と
の
意

見
交
換
が
あ
り
、
よ
り
た
く
さ

ん
の
人
の
考
え
を
聴
き
、
深
ま

り
が
あ
っ
た
。

＊
年
配
の
方
の
「
高
齢
期
を
ど
う

生
き
る
か
」
の
考
え
の
中
に
「
地

域
貢
献
、
役
割
を
果
た
す
」
と

い
う
考
え
が
あ
り
、
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
。

＊
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
っ
て
当

た
り
前
だ
が
、
自
分
の
大
切
だ

と
思
う
こ
と
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
る
こ
と
。
否
定
は
で
き
な
い
。

＊
今
の
江
府
町
に
国
連
原
則
を
置

き
換
え
る
こ
と
を
検
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

●
第
五
回
講
座

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
鳥
取

県
代
表
世
話
人
吉
野
立
さ
ん
の
講

演
「
死
な
な
い
で
！
殺
さ
な
い
で
！
」

＊
認
知
症
と
い
う
病
態
だ
け
で
な

く
、
認
知
症
を
取
り
巻
く
地
域
、

行
政
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
八

十
五
歳
以
上
の
四
人
に
一
人
が

認
知
症
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

他
人
ご
と
で
は
な
い
と
つ
く
づ

く
感
じ
た
。

＊
教
科
書
的
な
知
識
だ
け
の
難
し

い
内
容
だ
け
で
な
く
、
ご
自
身

の
経
験
や
そ
の
他
家
族
の
こ
と

も
含
め
た
話
だ
っ
た
の
で
聞
き

や
す
か
っ
た
。
自
分
の
家
族
や

い
ろ
ん
な
人
に
聞
か
せ
た
い
内

容
だ
っ
た
。

＊
言
葉
や
文
字
に
し
て
も
ら
う
と

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
「
行

動
に
は
す
べ
て
理
由
が
あ
る
」

「
家
族
が
」
頑
張
り
す
ぎ
な
い

こ
と
」
「
私
を
見
る
目
は
い
つ

も
心
配
の
目
」
頭
に
と
め
て
お

き
た
い
と
思
う
。
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●高齢者の安心して住める町
　年と共に体の機能は次第に衰え、方々が弱くなり気がめいってしまいます。ただ一つありがたいと思う
のは、どんな制約もなくなり老年は老年で楽しいものです。自分の好きなように生き、気の進まないこと
は無理してしなくても許される。これは人生晩年の天から与えられた自由で老年になってのたのしみと感
謝しています。
●高齢者の不安
　老後の心配といえば、医療、介護、生活　いろいろの問題がありますが、結局は先の見通しのたたない
事だと思います。体力の衰えてゆく中で「不安」が「負担」になり、老後の生活は自己責任と思い込み不
安がのしかかってきます。もっとゆうゆうと穏やかな老後が暮らせないものでしょうか。
●老いの気力
　高齢者に必要なのは、自分の老いをありのままに受けとめる気力だと思います。老いる気力がないと元
気に老いることが出来ないからです。若い時にくらべると体力は三分の一しかないけれど、経験や知恵や
分別は十分あると自負しています。美しいものをたくさん見る事によって好奇心と感性を養い、元気でい
たいものです。私自身わがままな一人暮らしをしていますが、どんなに将来の事を準備しても、所詮なる
ようにしかならないのが人生と諦めているからです。
●高齢者の生き方
　高齢者の生き方には、一人ひとりに個性と人権があります。もっと自分らしい老後の生活設計があって
いいと思います。元気でいきいきと暮らす高齢者もいますが、病気でお気の毒なお年寄りも大勢います。
一病息災、上手に病気と付き合いながら穏やかに老いてゆく選択肢もあっていいはずです。七十五歳以上
を十把ひとからげに後期高齢者とする政策には気がめいってしまいます。もっと自然に穏やかに老いてゆ
く人権尊重の行政であってほしいと思います。

　住民の声でリレーする人権和い輪いひろば。今月
はペンネーム、　純泉さんから。今年の小地域懇談
会のテーマは、「高齢期と人権」。人の生き方や価
値観がひとそれぞれ違うように、「老い方」もまた
十人十色です。
　「老い」は、生きている限りだれもが感じる「成長」
のはずなのですが、それをだれもが悠然と受け入れ
られるかといえばどうでしょうか？体力的なもので
あったり、精神的な何かであったり、その実感の仕
方は様々ですが、ふとしたことに老化を感じてあわ
てたりしながらも、徐々に「老い」を楽しめる・・・
そんな老後を過ごせたらいいですね。

　
今
年
度
の
人
権
同
和
問
題
小
地

域
懇
談
会
が
、
十
月
十
八
日
（
月
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
高
齢
期
と

人
権
。

　
「
一
歩
前
へ
！
み
ん
な
の
和
と

輪
で
ま
ち
づ
く
り
」
の
タ
イ
ト
ル

の
下
、

　
●
高
齢
者
に
つ
い
て
の
現
状
を

　
　
知
り
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

　
　
に
よ
り
、
自
分
ご
と
と
し
て

　
　
行
動
す
る
力
を
つ
け
る

を
学
習
目
標
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
の
問
題
は
「
高
齢
者
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
だ
れ
も
が

迎
え
る
で
あ
ろ
う
高
齢
期
の
み
ん

な
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
視
点

で
く
ら
し
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
一
軒
の
ご
家
庭
か
ら
多
く
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
各
集
落
の
日
程
●

【
十
　
月
】

　
　
十
八
日
　
尾
之
上
原
　
　
　

　
　
　
　
　
　
深
山
口

　
　
十
九
日
　
本
二
・
西
成

　
　
二
十
日
　
吉
原
・
佐
川

　
二
十
二
日
　
武
庫
・
本
三

　
二
十
五
日
　
袋
原
・
美
用

　
二
十
六
日
　
下
蚊
屋
・
鏡
ヶ
成

　
　
　
　
　
　
日
の
詰

　
二
十
七
日
　
杉
谷
・
新
道

　
二
十
八
日
　
柿
原
・
池
の
内

　
二
十
九
日
　
本
一
・
本
五

【
十
一
月
】

　
　
二
　
日
　
栗
尾
・
大
河
原

　
　
四
　
日
　
宮
市

　
　
五
　
日
　
半
の
上
・
宮
の
前

　
　
　
　
　
　
高
谷
・
宮
市
原

　
　
九
　
日
　
本
町
四
・
洲
河
崎

　
　
十
　
日
　
新
一
・
大
満

　
　
十
三
日
　
御
机
・
笠
良
原

　
　
十
四
日
　
小
原

　
　
十
五
日
　
下
安
井

　
　
十
六
日
　
新
二
・
貝
田

　
　
十
九
日
　
久
連
・
一
旦

　
二
十
四
日
　
小
江
尾
・
荒
田

＊
日
程
は
、
集
落
の
都
合
で
変
更

　
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
開
始
時
刻
は
、
集
落
ご
と
に
各

　
戸
へ
チ
ラ
シ
配
布
に
よ
り
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。
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実
り
の
秋
を
迎
え
、
江
府
小
学

校
の
五
年
生
が
、
春
に
田
植
え
を

し
た
田
ん
ぼ
で
、
九
月
十
日
、
稲

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
に

子
ど
も
達
に
お
に
ぎ
り
を
配
る
こ

と
が
計
画
さ
れ
、
こ
の
行
事
に
合

わ
せ
て
学
校
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
朝
か
ら
六
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
三
升
の
ご
飯
を
炊
き
、
約
八

十
個
の
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
が
終
わ
る
と
、
お
に
ぎ

り
を
一
つ
一
つ
子
ど
も
達
に
手
渡

し
ま
し
た
。
時
間
の
都
合
で
、
田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
で
お
に
ぎ
り
を
食
べ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　
子
ど
も
達
は
、
学
校
に
持
ち
帰

り
、
心
の
こ
も
っ
た
お
に
ぎ
り
を

味
わ
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
計
画
し
て
い
る
学
校
支
援

活
動
は
、
一
学
期
か
ら
始
め
て
い

る
江
府
小
学
校
の
屋
外
倉
庫
作
り

な
ど
で
す
。

　
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　
　
七
五
―
二
二
二
三

Hello!

I'm Kyle Irvan, the new assistant English teacher at Kofu Junior High
and Elementary School. Maybe some of you have seen me around town
and wondered "Who's the new guy?" Well, as I already mentioned, my
name is Kyle and I'm from the state of Michigan in America. Before I
came to Japan, I was a high school physics and mathematics teacher
and enjoyed it very much but I wanted to try something a little more
exciting; I wanted to try living in a completely new culture. So, here I
am! I came to Japan at the end of August and so far have been having a
lot of fun. All of the people I've met in town have been very kind and
the students are great. I wanted to thank everybody who's helped me
out so far and I look forward to the rest of my time here in Kofu.

See you around.
-Kyle-

こんにちは。

私は江府中学校と江府小学校の新しい英語（外国語）指導助手のカイル・アーバンです。おそらく皆
さんの中で「あの見かけない人は誰だろう？」と不思議に思われた人もいるでしょう。ええと、私の
名前は先程ふれたようにカイルで、アメリカのミシガン州から来ました。日本に来る前は高校の物理
と数学の教員として楽しく働いていましたが、もう少し刺激的なことに挑戦してみたいと思ったので
す。つまり、まったく未知の文化の中で暮らしてみたいと思ったということです。それで、今ここに
いるという次第です。８月の末に来日し、今のところとても楽しく暮らしています。私がこの町で出
会った人は皆とても親切で、生徒たちはすばらしいです。これまで助けていただいた人に感謝してい
ますし、ここ江府で過ごせる残りの時間にも期待しています。

それではまた。
－カイル－
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10月の本棚10月の本棚10月の本棚 ♪江府町立図書館♪開館時間
　平日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30
TEL：75-2005～町立図書館より～

○郷土

　山陰の力石／高島愼助

○歴史・伝記

木の声が聞こえますか／池田まき子

木村さんのリンゴ奇跡のひみつ／小原田泰久

それでも、日本人は「戦争」を選んだ／加藤陽子

ビジュアル＊近代日本の1000人／世界文化社

○教訓本

　それでもなお、人を愛しなさい／ケント・M・キース

○レシピ

　太一×ケンタロウ男子ごはんの本【その２】／国分太一

○スポーツ

　かけっこが速くなる１週間おうちレッスン／主婦の友社

○語学
　漢字んな話／前田安正

○エッセイ

　老いてこそ上機嫌／田辺聖子

　人生、90歳からがおもしろい！／やなせたかし

○ヤングアダルト(※小学校高学年～高校生向き図書)

ＥＧＲ３／ヘレン・フォックス

アル・カポネによろしく／ジェニファ・チョールンデンコウ

白いキリンを追って／ローレン・セントジョン

川のほとりで／坂本のこ

おもしろい話が読みたい！【ラブリー編】／あさのあつこ

○児童

ガラクタ工作【1～5】／きむらゆういち・みやもとえつよし

おばけ大集合／山本和子

知って楽しい花火のえほん／冴木一馬

すごいな！九州と中国・四国ののりもの／柏原 治

新幹線と車両基地／モリナガ ヨウ

絵でわかる＊かんたん論語／根本 浩

ギリシア神話【トロイアの書】／斉藤 洋

○児童よみもの
　犬たちをおくる日／今西乃子

　虫の目で狙う奇跡の一枚／栗林 慧

　さすらい猫ノアの伝説／重松 清

　風の又三郎／宮沢賢治

　竜神七子の冒険／越水利江子

　月の笛／武鹿悦子

　おたすけ妖怪ねこまんさ／横山充男

　とどろヶ淵のメッケ／富安陽子

　秘密のマシン、アクイラ／アンドリュー・ノリス

○絵本
　とんかちくんとのこぎりくん／中川ひろたか

　ちいちゃんのたからもの／杉浦さやか

　ことりのピチコ／どいかや

　ティーピーとふしぎなおしろ／西巻かな

　てん／ピーター・レイノルズ

　ポッケのワンピース／つちだのぶこ

　しずかなフリル／長谷川直子

　まねしんぼう／みやにしたつや

　ぼくのかわいくないいもうと／浜田桂子

　ぼくのブック・ウーマン／ヘザー・ヘンソン

　うめぼしくん／わたなべあや

　ただしい?!クマのつかまえかた／クレア・フリードマン

　あまくておいしいこいのものがたり／ジョナス・リベイロ

　まほうつかいサンカクスキー／つちやゆみ

　しましまのティーシャツをきてみたら･･･／土屋富士夫

　なわとびしましょ／長谷川義史

　ぼくおかあさんのこと･･･／酒井駒子

○育児・教育
　たのしく遊んで感覚統合／佐藤和美

　絵本でひろがる子どもの笑顔／高山智津子

○家庭
　0･1･2歳児の布おもちゃ＆布えほん／いしかわまりこ

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

＜文字・活字文化の日＞10月27日（水）
＜読書週間＞10月27日（水）～11月9日（火）
　今年は「2010年・国民読書年」！江府町立図書館では、10月中、読書の秋にぴったりの話題の本を展示し
ます。また、11月は図書館まつりとしてたくさんのイベントを企画中。詳しくは11月の町報でお知らせします。
お楽しみに♪

＜募集！＞
　ご家庭で読まなくなった小説、専門書、絵本などの寄付を募集しています。汚れや破損が著しいもの、教科
書や参考書、書き込みのあるものは受け付けられません。寄付していただける本は、図書館カウンターへ直接
お持ちください。11月の図書館まつりで活用させていただきます。
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審議案件は、全て承認されました。

１）農用地利用集積計画について　　　　２件

２）農地法第４条の規定による転用許可
　　申請について　　　　　　　　　　　１件

３）非農地証明願の申請について　　　　１件

　農地の売買・貸借・転用など農地に関して日頃困

っておられる事や疑問に思われている事を農業委

員が受付けます。お気軽にご相談ください。

◎相談日　10月28日（木）午後1時30分から

　　　　　山村開発センター

●昨年の農地法の改正により、相続等によって農地を取得した

人は、農地のある農業委員会に届け出が必要になりました。

●届け出をしなかったり、虚偽の届け出をすると、10万円以下

の過料に処せられます。

●耕作できないなどの場合は、担い手に利用されるよう、農業

委員会から貸し借り等のあっせんを受けることができるよう

になりました。

「夕焼け小焼けの赤とんぼ」

　日本には20種類以上の赤とんぼの種類がい

ますが、童謡の「赤とんぼ」に歌われたのは

アキアカネだといわれています。

　アキアカネは大旅行するトンボとしても知

られ田んぼなどで羽化したアキアカネは水辺

を離れて標高が1,000メートルを越えるような

高地へ移動します。そして秋になると再び里

に下りてきて卵を産むのです。

　毎年毎年くり返されるアキアカネの大旅行。

そして赤とんぼの飛ぶ田んぼの風景もまた何

千年もの間くり返されてきたのです。

　さて、未来の原風景は変わらず日本に残っ

ているのでしょうか！

　
八
月
二
十
七
日
に
農
業
委
員
会
は
二
十
二
年

産
水
稲
作
況
調
査
を
町
内
全
域
で
行
い
ま
し
た
。

　
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
の
低
温
に
よ

り
分
け
つ
が
抑
制
さ
れ
た
中
で
、
七
月
か
ら
二

か
月
の
平
均
気
温
は
平
年
を
大
き
く
上
回
っ
た

た
め
、
猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害
が
で
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
も
み
柄
が
厚
く
小
粒
傾
向

で
見
た
目
ほ
ど
収
量
が
穫
れ
な
い
状
況
に
も
あ

り
ま
す
。

　
江
府
町
全
域
の
作
況
は
「
平
年
並
み
」
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
天
候
次
第
で
、
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
と
の
判
断
で
し
た
。

農業委員会
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　町内産の食材をたっぷり使用したうめぇもんが、奥大山スキー場（エバーランド前）に出店します。みなさ
ん、ぜひ味わいにお出かけください。
●と　　　き　平成２２年１０月３０日（土）・３１日（日）　午前１１時～午後２時
●と　こ　ろ　奥大山スキー場（エバーランド奥大山前）
●うめぇもん　奥大山おこわバーガー　　野菜たっぷり焼きそば　　五目ご飯　　団子汁
　　　　　　　具いっぱい煮込みホルモン　　あつあつ焼き椎茸

　日野郡産のおいしいお米をＰＲすると共に、おいしいお米の安定生産技術を確立するため、米の食味コンテ
ストを下記の日程で開催します。ぜひ、ご来場ください。
●と　き　平成２２年１１月１０日（水）　午前１１時から午後２時３０分
●ところ　鳥取西部農協日野支所　３階　大会議室
●お問い合わせ先　鳥取西部農協日野営農センター　山川　７２－０３３８
　　　　　　　　　日野総合事務所日野農業改良普及所　森岡　７２－２０２７
　　　　　　　　　江府町役場農林産業課　７５－３２２２

　社会保険労務士、弁護士、公証人、司法書士、税理士、
行政書士、土地家屋調査士、不動産鑑定士のそれぞれ
の専門家が、共同して無料で相談に応じます。
●と　き　平成２２年１０月３０日（土）
　　　　　午前１０時～午後４時（受付は、午後３時まで）
　　　　　受付状況によって終了時刻が早まる場合が
　　　　　ありますので、ご注意ください。
●ところ　鳥取県立米子産業体育館　２階中会議室
　　　　　（米子市東福原８-27-１　電話0859-35-0611）
●お問い合わせ先　鳥取県社会保険労務士会
　　　　　　　　　電話　０８５７－２６－０８３５

●と　き　平成22年10月22日（金）　午後1時～午後4時
●ところ　米子市福祉保健総合センター「ふれあいの里」
　　　　　米子市錦町１-139-３　電話0859-23-5491

●と　き　平成２２年１１月１４日（日）
　　　　　午前１０時～午後４時
●ところ　鳥取地方法務局米子支局
　　　　　米子市旗ヶ崎２丁目１０番１２号
●お問い合わせ先　鳥取地方法務局米子支局総務課
　　　　　　　　　電話 0859-22-6161

●と　き　平成２２年１０月２５日（月）～２８日（木）
　　　　　午前９時～正午
●ところ　鳥取県立皆生養護学校
　　　　　米子市上福原7丁目１３－４
●お問い合わせ先　皆生養護学校支援部
　　　　　　　　　電話 0859-22-6571

　「日野郡新そばまつり実行委員会」による「日野郡新そばまつり」が下記の日程で開催されます。みなさん、
ぜひご来場ください。
●と　き　平成２２年１１月１４日(日)　午前１０時～午後３時　雨天決行
●ところ　日野町根雨　日野総合事務所前駐車場
●内　容　手打ちそばの販売、そば打ちの実演、特産品の販売、バザー
●お問い合わせ先　日野郡新そばまつり実行委員会事務局長　田邊眞幸（そば処・かめや）電話８３-０２３８
　　　　　　　　　日野総合事務所　県民局　商工観光チーム　電話 ７２-２０８４
　　　　　　　　　江府町農林産業課　電話 ７５-３２２２

　消防法の改正により平成２３年５月３１日までにすべての住宅への住宅用火災警報器設置が義務付けられま
した。それに伴い、町、消防団、女性消防隊では、町内の設置状況を把握し、今後の火災予防対策を図るため、
下記のとおり住宅用火災警報器設置アンケートを実施します。ご協力をお願いします。
①実施時期　平成２２年１０月上旬～１１月下旬　　②対　象　町内全世帯(町営住宅を除く)
③実施方法　江府町消防団員、女性消防隊員が直接、各世帯を訪問し、聞き取りによるアンケートを実施
④その他　　江府町消防団員、女性消防隊員は、消防活動服、アポロキャップを着用しています。
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10月
都合により、日程が変更される場合があります。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間

12

13

14

15

16
17

18

19

20

21

22

23

24

25
26

火

水

木

金

土
日

月

火

水

木

金

土

日

月
火

ふれあいデー
広域隣保活動(パソコン教室）
公民館講座（和菓子づくり）
公民館講座（エアロ＆ヨーガ）
ふれあいデー
家族の会
広域隣保活動（生花教室）
赤ちゃん健診
BCG予防接種
公民館講座（フラダンス）
奥大山古道草刈整備
江府小学校人権教育参観日
あすなろ会
糖尿病評価検診結果説明会
公民館講座(絵手紙・油絵)

ふれあいデー
ポリオ予防接種
人権・行政相談
公民館講座（樹脂粘土）
公民館講座（ヒップホップ）
明徳学園
ふれあいデー
もの忘れ外来
就学児健康診断
たんぽぽ学級
広域隣保活動（陶芸教室）
広域隣保活動（陶芸教室）
公民館講座(いけばな)

第11回鳥取県民スポーツ・
レクリエーション祭秋季大会
公民館講座（和紙折紙）
広域隣保活動（カラオケ教室）
健康と体力づくりフェスティバルin明倫地区
健康と体力づくり&人権を考え
るフェスティバルin米沢地区
第22回全国消防操法大会申告会
第11回鳥取県民スポーツ・
レクリエーション祭秋季大会
公民館講座（墨彩画）
ふれあいデー

子供の国保育園

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

本町五丁目集会所

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

鍵掛峠～御机～下蚊屋

江府小学校

町外研修

総合健康福祉センター

防災・情報センター

子供の国保育園

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

子供の国保育園

江尾診療所

総合健康福祉センター

防災・情報センター

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

防災・情報センター

県内各会場

防災・情報センター

本町五丁目集会所

旧明倫小学校体育館・グラウンド

旧米沢小学校体育館・グラウンド

町防災基地

県内各会場

防災・情報センター

子供の国保育園

10：00～11：30

13：00～15：00

13：00～16：00

19：00～20：30

10：00～11：30

10：00～12：00

19：30～21：00

受付13：00～13：30

受付14：30～14：40

14：00～15：30

8：00～12：00

13：15～

8：30～18：00

13：30～15：30

13：30～15：30

10：00～11：30

受付14：00～14：30

9：00～12：00

13：30～15：30

19：00～20：30

9：30～

10：00～11：30

受付13：00～16：00

受付12：30

19：00～20：30

19：00～21：00

19：00～21：00

19：00～20：30

13：30～15：30

19：30～21：00

9：00～12：00

9：00～12：00

15：00～

13：30～15：30

10：00～11：30

27

28

29

30

31

水

木

金

土

日

山村開発センター

総合健康福祉センター

子供の国保育園

山村開発センター

総合健康福祉センター

江府中学校

防災・情報センター

エバーランド奥大山（前）

本町五丁目集会所

江府中学校

エバーランド奥大山（前）

町運動公園総合グラウンド

慰霊祭
犬・猫引取り（事前連絡必要）
ふれあいデー
農地相談会
ぼちぼち倶楽部
江府中学校文化祭
文化祭作品展示～11月７日
奥大山うめぇもんまつり
広域隣保活動（カラオケ教室）
江府中学校文化祭
奥大山うめぇもんまつり
第35回日野郡少年野球新人戦江府町大会
早起きテニス閉校

10：00～

9：30

10：00～11：30

13：30～16：00

13：00～16：00

9：00～

11：00～14：00

19：30～21：00

9：30～

11：00～14：00

9：00～

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間
1
2
3

4

5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

月
火
水

木

金
土
日
月
火

水

木

金

土

日

子供の国保育園

子供の国保育園

江尾診療所

ＪＡ江府支所

運動公園総合体育館

子供の国保育園

防災・情報センター

本町五丁目集会所

子供の国保育園

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

本町五丁目集会所

愛知県蒲郡市

防災・情報センター

鍵掛峠～御机～下蚊屋

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

ふれあいデー
文化の日
ふれあいデー
もの忘れ外来

文化祭音楽芸能発表会
町卓球大会（小学生・地域の部）

ふれあいデー
公民館講（エアロ＆ヨーガ）
広域隣保活動（生花教室）
ふれあいデー
家族の会
住民健診結果説明会
広域隣保活動（生花教室）
第22回全国消防操法大会
公民館講座(いけばな)

奥大山古道　鍵掛地蔵遷座記念ウォーク大会
解放文化祭
解放文化祭

10：00～11：30

10：00～11：30

受付13：00～16：00

10：00～15：00

9：00～16：00

10：00～11：30

19：00～20：30

19：30～21：00

10：00～11：30

10：00～12：00

13：30～15：30

19：30～21：00

19：00～20：30

9：00～15：00

展示 8：30～18：00

芸能 9：00～11：00

学校名、学年は応募があった平成21年度時点で掲載しています。

　ハローワーク根雨では、仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。



23

本　三　門脇　京子　80歳　達也
大河原　安田　峯男　79歳 美智子
小江尾　長尾ふさよ　97歳　 厚
杉　谷　末次　勇男　77歳　浩司

9月届
（敬称略）

（住所）　　　（氏名）　 （年齢）（世帯主）
◎ごめい福を祈ります

◎見舞い返しとして

◎香典返しとして
本町四　新谷　純子　夫重蔵死去
大河原　安田　和幸　祖父峯男死去
本町三　門脇　達也　妻京子死去
小江尾　長尾　　厚　伯母ふさよ死去

貝　田　森田　照美　本人退院
小江尾　篠田　愛美　本人退院
杉　谷　末次　清士　本人退院
美　用　川上　公行　本人退院

社会福祉協議会に次の方からご寄付を
いただきました。
（9月分）敬称略

火災ゼロ継続日数
　　　　 34日　（10月1日現在）

交通死亡事故ゼロ継続日数
　　　　 1,697日　（10月1日現在）

町の人口
男
女

世帯数

3,529人
1,649人
1,880人

1,144世帯

(ー2)

(±0)

(ー2)

(＋1)

9月末現在（　）は前月比
納期限は11月1日（月）です。

（口座振替は11月1日）

　コミュニティ助成事業は、自治総合センターが行う宝くじの
普及広報事業として、地域活動の促進と地域の連帯意識向上を
図ることを目的としています。
　この度、御机集落と西成集落において除雪機を整備しました。
冬季間の除雪を地域住民で取り組むことで住民同士のコミュニ
ケーション、助け合いを行い集落活動の活性化を図ります。

日野町江府町伯耆町境の古峠山に日野中継局が完成！
　8月30日から地上デジタル試験電波を発信しておりまし
たが、中継施設が完成し、本放送を開始しています。
　リモコン番号　１　　１５ｃｈ　日本海テレビ放送
　　　　　　　　２　　１８ｃｈ　ＮＨＫ教育放送
　　　　　　　　３　　２２ｃｈ　ＮＨＫ総合放送
　　　　　　　　６　　１７ｃｈ　山陰放送
　　　　　　　　８　　１６ｃｈ　山陰中央テレビ放送

ＮＴＴ西日本鳥取支店のお問い合わせ受付時間が
　　　　　　　　　　　　２時間延長されています！
　町の地域情報通信基盤整備事業に伴うフレッツ・光マイ
タウンに関するお問い合わせは、下記までお願いします。
ＮＴＴ西日本　鳥取支店　
フリーダイヤル　０１２０－９３－１９６８　（通話料無料）
受付時間　午前9：00～午後7：00　（土・日・祝日は休み）

　平成22年10月18日(月)～24日(日)は行
政相談週間です。
　町では、下記のとおり人権行政相談所

チャリティーバザーは、下記のとおり行われます。

を開設します！

○日　　時

10月30日（土）→11月6日（土）

　平成22年10月20日(水)
　　　　　　午前９時～正午
○場　　所　江府町防災・情報センター
○相談相手　行政相談員　藤原敏江
　　　　　　人権擁護委員　道下隆秀

納付期限
　10月分
平成22年11月30日まで
　日本年金機構から送られて
いる納付書を添えて金融機関
でお支払いください。
　なお、口座振替の方は、上記
期限が振替日です。
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　10月2日（土）、子供の国保育園で運動会が行わ
れました。秋らしい澄んだ青い空の下、緑の芝生
の上で、年長さんの「日野川子ども太鼓」で幕を
開けた運動会。子どもたちは、かけっこにダンス
に力いっぱいがんばりました。
　また、応援席からは、家族や地域のみなさんの
声援が送られ、心温まるひとときとなりました。


